
源
と
な
っ
た
。
そ
の
他
に
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
県
大
会
に
優
勝
し
、
関
東
高
校
大
会
に
活
躍
し
た
。
新
体
操
、
器
械
体
操
と
も

に
県
大
会
に
優
勝
し
、
ま
た
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
が
久
し
ぶ
り
で
県
大
会
に
優
勝
し
た
。

昭
和
五
十
五
年
は
前
年
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
全
国
優
勝
に
つ
づ
け
と
ば
か
り
に
、
各
ク
ラ
ブ
と
も
着
実
に
実
力
を
つ
け
、
県
レ
ベ

ル
か
ら
全
国
レ
ベ
ル
に
達
す
る
年
で
あ
っ
た
。
ま
ず
、
春
の
全
国
高
校
選
抜
大
会
に
は
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
は
、
前
年
に

続
く
全
国
二
連
覇
を
ね
ら
っ
た
が
惜
し
く
も
第
三
位
と
な
っ
た
。
ま
た
、
水
泳
は
、
五
月
中
旬
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ジ
ャ
カ
ル

タ
で
開
催
さ
れ
た
国
際
招
待
水
泳
大
会
に
日
本
代
表
と
し
て
、
高
橋
、
林
選
手
の
二
名
が
招
待
さ
れ
、
各
種
目
に
活
躍
し
た
。

ま
た
、
こ
の
年
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
は
八
月
上
旬
よ
り
松
山
市
を
中
心
と
し
て
四
国
四
県
で
行
わ
れ
た
。
出
場
ク
ラ
ブ
は
、
ハ
ン

ド
ボ
ー
ル
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
新
体
操
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
テ
ニ
ス
一
組
、
陸
上
一
名
、
水
泳
の
八
ク

ラ
ブ
、
選
手
八
〇
名
で
、
本
校
始
ま
っ
て
以
来
の
大
部
隊
を
送
り
出
し
た
。
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
は
ベ
ス
ト
八
ま
で
進
み
、
ハ

ン
ド
ボ
ー
ル
は
三
回
戦
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
十
五
年
振
り
の
出
場
で
三
回
戦
ま
で
進
み
よ
く
健
闘
し
た
。
水
泳
部
は
関
東
大
会

で
三
年
連
続
優
勝
し
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
お
い
て
は
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
自
由
形
に
高
橋
選
手
が
見
事
優
勝
、
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル

メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
で
第
二
位
の
成
績
を
あ
げ
、
前
年
に
つ
づ
い
て
全
国
第
三
位
を
獲
得
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
五
年
間
の
活
躍
は
め
ざ
ま
し
い
も
の
で
、
高
校
ス
ポ
ー
ツ
界
の
名
門
校
と
し
て
全
国
的
に
知
ら
れ
る
に

至
っ
た
。二

、
全
国
優
勝
へ
の
道

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部



学
院
創
立
以
来
、
各
運
動
ク
ラ
ブ
が
夢
に
ま
で
み
た
全
国
制
覇
が
つ
い
に
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
。

こ
の
栄
冠
を
獲
得
す
る
に
至
っ
た
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
戦
歴
を
追
っ
て
み
る
。

宿
願
の
全
国
制
覇
成
る

昭
和
五
十
四
年
の
第
九
回
全
国
高
校
選
抜
優
勝
大
会
は
、
男
女
各
二
四
校
が
参
加
、
三
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
五

日
間
に
わ
た
り
、
東
京
代
々
木
第
二
体
育
館
な
ど
四
会
場
で
白
熱
し
た
戦
い
が
展
開
さ

れ
た
。
毎
年
、
優
勝
候
補
と
目
さ
れ
な
が
ら
、
あ
と
一
歩
で
達
成
で
き
な
か
っ
た
宿
願

の
優
勝
を
東
京
東
亜
学
園
と
秒
を
争
う
接
戦
の
う
え
勝
ち
と
っ
た
。
昭
和
五
十
四
年
三

月
二
十
五
日
は
昭
和
学
院
の
ス
ポ
ー
ツ
史
に
残
る
記
念
す
べ
き
日
と
な
っ
た
。

全
国
優
勝
祝
賀
会
開
催

学
院
関
係
者
す
べ
て
は
、
こ
の
初
の
全
国
優
勝
を
よ
ろ
こ
び
、
輝
か
し
い
優
勝
を
祝

う
祝
賀
会
が
昭
和
五
十
四
年
四
月
三
十
日
、
船
橋
市
の
長
太
郎
飯
店
に
お
い
て
、
来

賓
・
父
兄
・
教
職
員
・
卒
業
生
な
ど
多
数
の
出
席
者
の
も
と
に
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

輝かしい全国優勝表彰式

昭和学院及び中学校・高等学校



三
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
の
活
躍

昭
和
五
十
一
年
十
月
二
十
五
日
か
ら
二
十
九
日
ま
で
、
第
三
十
一
回
国
民
体
育
大
会
の
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
競
技
は
、
佐
賀
県
神

崎
町
に
て
熱
戦
を
く
り
ひ
ろ
げ
た
。
本
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
は
、
単
独
チ
ー
ム
で
千
葉
県
代
表
と
し
て
参
加
し
、
一
回
戦
か
ら

順
調
に
勝
ち
進
み
、
決
勝
で
は
大
分
東
高
校
と
対
戦
し
た
。
試
合
は
最
初
本
校
チ
ー
ム
が
リ
ー
ド
し
た
が
、
後
半
、
大
分
の
速

攻
が
さ
え
惜
敗
し
準
優
勝
に
と
ど
ま
っ
た
。

こ
の
健
闘
を
祝
し
て
、
十
一
月
十
二
日
、
本
学
院
食
堂
に
お
い
て
、
関
係
者
多
数
出
席
の
も
と
に
盛
大
に
祝
賀
会
が
開
催
さ

れ
た
。

四
、
水
泳
部
の
活
躍

本
校
の
水
泳
部
は
昭
和
五
十
一
年
一
月
、
県
下
の
高
校
で
も
ま
れ
な
室
内
温
水
プ
ー
ル
が
完
成
し
て
、
季
節
に
と
ら
わ
れ
な

い
常
時
活
動
と
効
果
的
な
指
導
が
実
を
結
び
、
国
際
級
の
選
手
ま
で
生
み
だ
す
ま
で
に
至
っ
た
。
昭
和
五
十
二
年
に
は
千
葉
県

総
合
体
育
大
会
十
年
連
続
優
勝
で
表
彰
を
受
け
、
国
体
に
お
い
て
は
、
県
派
遣
の
少
年
女
子
の
主
力
選
手
を
多
く
送
り
出
し
、

優
秀
な
成
績
を
あ
げ
、
千
葉
県
の
全
国
順
位
上
位
の
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
。



昭
和
五
十
四
年
度
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
第
三
位
入
賞

昭
和
五
十
三
年
に
続
き
関
東
高
校
選
手
権
で
総
合
優
勝
し
た
水
泳
部
は
、
八
月
十
七
日
か
ら
二
十
日
に
か
け
て
、
大
津
市
で

行
わ
れ
た
全
国
高
校
選
手
権
大
会
に
お
い
て
、
総
得
点
三
四
点
を
あ
げ
、
初
め
て
全
国
第
三
位
に
入
賞
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

入
賞
記
録

四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

第
二
位
（
四
分
四
三
秒
三
二
）

平
石
、
塩
川
、
石
黒
、
高
橋

四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー

第
四
位
（
四
分
二
〇
秒
九
四
）

平
石
、
町
田
、
石
黒
、
高
橋

四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
個
人
メ
ド
レ
ー

優
勝
（
五
分
二
四
秒
〇
六
）

石
黒
富
美
子

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
背
泳

第
二
位
（
一
分
一
〇
秒
六
〇
）

平
石
志
津
子

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
自
由
形

第
三
位
（
一
分
二
秒
六
九
）

高
橋
瑞
子

二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
背
泳

第
三
位
（
二
分
三
四
秒
二
七
）

平
石
志
津
子

四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
個
人
メ
ド
レ
ー

第
三
位
（
五
分
三
〇
秒
六
〇
）

町
田
ゆ
か

入
賞
祝
賀
会
開
催

こ
れ
を
祝
し
て
祝
賀
会
が
昭
和
五
十
四
年
十
月
二
十
日
、
船
橋
市
の
玉
姫
殿
に
お
い
て
、
来
賓
、
父
兄
、
教
職
員
、
卒
業
生

昭和学院及び中学校・高等学校



な
ど
多
数
の
出
席
者
の
も
と
に
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

昭
和
五
十
五
年
度
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
第
三
位
入
賞

昭
和
五
十
五
年
度
全
国
高
校
水
泳
選
手
権
大
会
は
、
八
月
十
八
日
か
ら
四
日
間
に
わ
た
り
、
徳
島
市
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

本
校
水
泳
部
は
、
前
年
度
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
総
合
得
点
三
四
点
で
第
三
位
と
い
う
輝
か
し
い
成
績
を
あ
げ
て
全
国
的
に
注
目
さ

れ
た
が
、
本
年
度
は
一
五
名
の
選
手
を
出
場
さ
せ
て
、
つ
ぎ
に
記
す
よ
う
に
輝
か
し
い
記
録
で
、
得
点
二
三
点
を
挙
げ
、
前
年

度
と
同
じ
く
総
合
第
三
位
に
入
賞
で
き
た
。

入
賞
記
録

四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

第
二
位
（
四
分
四
一
秒
三
七
）

平
石
、
塩
川
、
高
橋
、
竹
村

四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー

第
三
位
（
四
分
一
五
秒
六
六
）

高
橋
、
平
石
、
浅
沼
、
竹
村

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
自
由
形

優
勝
（
一
分
一
秒
三
二

大
会
新
）

高
橋
瑞
子

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
背
泳

第
三
位
（
一
分
一
〇
秒
九
二
）

平
石
志
津
子

五
、
昭
和
学
院
体
育
功
労
章
の
授
与

昭
和
五
十
四
年
十
月
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
輝
か
し
い
成
績
を
記
念
し
て
、
全
国
大
会
に
好
成
績
を
収
め
た
ク
ラ
ブ
の
指
導



者
に
対
し
「
体
育
功
労
章
」
を
贈
る
こ
と
に
な
り
、
次
の
方
々
が
受
章
し
た
。

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
監
督

西
塚
建
雄

全
国
高
校
選
抜
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
優
勝
（
昭
五
十
四
年
三
月
二
十
五
日
）

軟
式
庭
球
部
監
督

石
川

孝

全
日
本
大
学
対
抗
軟
式
庭
球
選
手
権
大
会
優
勝
（
昭
五
十
四
年
八
月
五
日
）

水
泳
部
部
長
・
監
督

林
恵
一
郎

〃

監
督

鈴
木
賢
治

全
国
高
校
総
合
体
育
大
会
水
泳
選
手
権
大
会
総
合
第
三
位
（
昭
五
十
四
年
八
月
十
七
日
）

器
械
体
操
部
監
督

桜
井

治

全
国
中
学
校
体
操
競
技
選
手
権
大
会
総
合
第
三
位
（
昭
五
十
五
年
十
月
二
十
五
日
）

第
九
節

表
彰
の
栄
誉
に
輝
く

一
、
学
院
長
、
私
学
教
育
功
労
者
と
し
て
文
部
大
臣
表
彰

伊
藤
一
郎
学
院
長
は
昭
和
五
十
一
年
十
一
月
二
十
五
日
多
年
に
わ
た
り
小
学
校
長
、
中
学
校
長
、
高
等
学
校
長
と
し
て
わ
が

昭和学院及び中学校・高等学校



国
私
学
教
育
界
の
た
め
に
ご
尽
力
を
な
さ
れ
、
そ
の
ご
情
熱
を
教
育
に
さ
さ
げ
た
功
績
を
た
た
え
ら
れ
、
教
育
功
労
者
と
し
て
、

栄
え
あ
る
文
部
大
臣
表
彰
を
う
け
ら
れ
た
。

式
場
は
東
京
の
全
国
都
道
府
県
会
館
で
、
各
表
彰
者
が
、
文
部
大
臣
よ
り
表
彰
状
お
よ
び
記
念
品
を
贈
ら
れ
た
。
表
彰
式
後
、

皇
居
に
お
い
て
、
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
よ
り
ね
ぎ
ら
い
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
、
多
年
の
功
を
た
た
え
ら
れ
た
。

学
院
長
先
生
は
、
先
に
産
業
教
育
の
功
労
者
と
し
て
文
部
大
臣
表
彰
、
ま
た
栄
養
士
養
成
の
功
労
者
と
し
て
厚
生
大
臣
表
彰
、

そ
し
て
今
回
の
文
部
大
臣
表
彰
と
三
度
目
の
大
臣
表
彰
と
な
っ
た
。

特
に
今
回
は
在
職
十
六
年
に
お
よ
ぶ
小
・
中
・
高
校
長
と
し
て
そ
の
学
校
経
営
、
教
育
実
践
の
ご
功
績
に
た
い
す
る
表
彰
で

あ
り
、
常
に
高
邁
な
教
育
理
想
を
か
か
げ
、
そ
の
実
現
の
た
め
、
連
日
全
力
を
傾
け
て
の
ご
努
力
が
社
会
的
に
広
く
認
め
ら
れ

た
こ
と
は
本
学
院
の
誇
り
で
あ
る
。

祝
賀
会
開
催

昭
和
五
十
一
年
十
一
月
二
十
七
日
、
第
二
体
育
館
に
お
い
て
奨
学
会
・
同
窓
会
・
全
学
院
の
教
職
員
に
よ
る
祝
賀
会
が
開
か

れ
た
。
当
日
は
学
院
長
ご
夫
妻
を
お
招
き
し
、
盛
大
に
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
先
生
の
受
賞
を
お
祝
い
し
た
。

二
、
学
院
長
、
教
育
功
労
者
と
し
て
藍
綬
褒
章
受
章

伊
藤
一
郎
先
生
は
、
昭
和
五
十
二
年
十
一
月
三
日
、
長
年
に
わ
た
り
私
学
教
育
に
尽
力
さ
れ
た
教
育
功
労
者
と
し
て
藍
綬
褒



章
を
受
章
さ
れ
る
と
い
う
光
栄
に
浴
さ
れ
た
。
褒
章
の
伝
達
は
、
十
一
月
十
八
日
、
国
立
教
育
会
館
に
て
、
文
部
大
臣
に
よ
り

行
わ
れ
た
。

今
回
の
受
章
は
、
先
代
理
事
長
故
伊
藤
友
作
先
生
の
昭
和
三
十
三
年
の
受
章
に
つ
づ
く
父
子
二
代
の
受
章
と
い
う
、
輝
か
し

い
栄
誉
で
あ
る
。

受
章
記
念
祝
賀
会
盛
大
に
挙
行
さ
れ
る

昭
和
五
十
二
年
十
二
月
三
日
、
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
、
本
学
第
一
体
育
館
に
お
い

て
伊
藤
一
郎
先
生
の
藍
綬
褒
章
受
章
祝
賀
会
が
、
川
上
県
知
事
、
沼
田
副
知
事
を
は
じ

め
、
染
谷
誠
、
友
納
武
人
両
衆
議
院
議
員
、
県
会
、
市
会
関
係
者
、
そ
れ
に
県
私
学
関

係
者
や
友
人
、
父
兄
等
、
六
〇
〇
名
に
も
お
よ
ん
だ
近
年
ま
れ
に
み
る
多
数
の
来
賓
を

お
迎
え
し
て
盛
大
に
挙
行
さ
れ
た
。

式
は
中
山
事
務
長
、
小
笠
原
小
学
校
主
事
の
司
会
で
始
ま
り
、
短
期
大
学
事
務
長
斉

藤
先
生
に
よ
る
開
会
の
こ
と
ば
の
後
、
山
崎
副
校
長
の
ご
案
内
で
、
拍
手
の
中
、
学
院

長
ご
夫
妻
が
会
場
に
入
場
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
同
祝
賀
会
開
催
に
あ
た
っ
て
の
発
起
人
を
代
表
し
て
、
臼
井
荘
一
法
人
理

事
よ
り
ご
挨
拶
が
あ
り
、
つ
ぎ
に
、
褒
章
の
披
露
を
山
崎
副
校
長
が
行
い
、
鈴
木
重
行

学院長藍綬褒章受章記念祝賀会

昭和学院及び中学校・高等学校



奨
学
会
会
長
他
か
ら
の
記
念
品
の
贈
呈
、
石
井
鈴
奈
母
姉
会
長
他
か
ら
の
花
束
の
贈
呈
と
つ
づ
き
、
来
賓
の
ご
祝
詞
に
う
つ
っ

た
。
ご
祝
詞
は
、
染
谷
誠
、
友
納
武
人
両
衆
議
院
議
員
、
川
上
県
知
事
、
そ
れ
に
教
育
関
係
者
多
数
の
方
々
よ
り
い
た
だ
い
た
。

学
院
長
先
生
は
つ
ぎ
に
ご
挨
拶
な
さ
れ
、
受
章
の
よ
ろ
こ
び
と
、
こ
れ
か
ら
の
決
意
を
述
べ
ら
れ
、
会
場
の
温
か
い
拍
手
を
う

け
ら
れ
た
。

こ
の
後
乾
杯
に
う
つ
り
、
し
ば
ら
く
ご
出
席
の
方
々
と
の
懇
談
が
続
い
た
。
快
晴
の
空
の
下
、
意
義
深
く
、
ま
た
盛
大
な
祝

賀
会
で
あ
っ
た
。

第
十
節

教
育
施
設
内
容
の
整
備
充
実

一
、
創
立
記
念
館
改
装

本
校
視
聴
覚
館
横
に
あ
る
創
立
記
念
館
は
、
か
つ
て
、
本
学
院
創
立
者
で
あ
る
故
伊
藤
友
作
理
事
長
先
生
邸
宅
で
あ
っ
た
も

の
で
あ
る
。
昭
和
六
年
に
千
葉
市
に
建
て
ら
れ
、
市
川
市
菅
野
に
は
昭
和
十
八
年
移
転
さ
れ
た
。
以
来
数
回
の
補
修
を
行
っ
た

も
の
の
、
や
や
い
た
み
も
ひ
ど
く
な
っ
た
た
め
、
創
立
四
十
周
年
に
際
し
全
面
的
に
内
部
の
補
修
工
事
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

昭
和
五
十
四
年
六
月
よ
り
工
事
が
進
め
ら
れ
、
柱
の
傾
斜
を
な
お
し
、
ア
ク
抜
き
を
し
、
戸
障
子
を
ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
と
し
、
畳

を
入
れ
か
え
る
な
ど
し
て
み
ち
が
え
る
よ
う
な
化
粧
直
し
が
す
ん
だ
。
あ
わ
せ
て
、
周
辺
の
庭
園
に
も
手
が
加
え
ら
れ
、
す
ば



ら
し
い
和
風
庭
園
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
改
修
後
は
、
記
念
館
の
使
用
規
程
を
作
り
、
一
〇
名
以
上
の
生
徒
が
一
度
に
使
用
す

る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
と
、
永
く
こ
の
建
物
を
保
存
す
る
た
め
に
細
心
の
留
意
を
払
う
こ
と
と
な
っ
た
。

二
、
文
化
ク
ラ
ブ
会
館
建
設

昭
和
五
十
四
年
度
の
教
育
目
標
の
一
つ
に
、
ク
ラ
ブ
活
動
の
奨
励
、
発
展
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
特
に
文
化
ク
ラ
ブ
の
活
動

を
高
め
る
た
め
に
そ
の
活
動
セ
ン
タ
ー
と
し
て
部
屋
を
つ
く
り
与
え
る
必
要
が
あ
り
、
文
化
ク
ラ
ブ
会
館
を
建
設
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
場
所
は
新
芸
術
館
の
完
成
に
と
も
な
い
不
要
に
な
っ
た
旧
芸
術
館
の
跡
地
で
、
建
築
面
積
七
〇
坪
、
鉄
骨
プ
レ
ハ
ブ

二
階
建
て
で
一
〇
室
が
設
計
さ
れ
た
。

昭
和
五
十
四
年
十
月
十
八
日
に
着
工
、
十
二
月
八
日
に
完
成
し
た
。
文

化
ク
ラ
ブ
総
数
二
四
の
内
、
ど
の
ク
ラ
ブ
を
会
館
に
入
れ
る
か
と
い
う
こ

と
が
問
題
で
あ
っ
た
が
、
常
時
活
動
を
し
て
い
る
ク
ラ
ブ
の
中
か
ら
選
び
、

一
階
に
は
、
ギ
タ
ー
・
吹
奏
楽
、
新
聞
、
映
画
、
写
真
の
各
部
が
、
二
階

に
は
、
演
劇
、
社
会
科
、
児
童
文
化
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
の
各
部
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
委
員
会
の
入
室
が
決
定
し
た
。

十
二
月
二
十
四
日
に
新
築
の
ク
ラ
ブ
会
館
に
移
動
を
終
え
、
文
化
部
の

完成した文化クラブ会館
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セ
ン
タ
ー
と
し
て
そ
の
活
用
が
期
待
さ
れ
た
。

第
十
一
節

創
立
四
十
周
年
を
迎
え
て

一
、
創
立
四
十
周
年
記
念
事
業

芸
術
館
新
築
落
成

創
立
四
十
周
年
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
芸
術
館
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

既
設
の
芸
術
館
は
、
昭
和
二
十
七
年
度
に
建
築
さ
れ
た
二
階
建
て
の
も
の
で
相
当
老

朽
化
し
て
い
る
の
で
、
生
徒
の
芸
術
的
な
教
養
と
美
的
情
操
の
育
成
に
は
芸
術
館
の

新
築
が
関
係
者
の
大
き
な
期
待
で
あ
っ
た
。
昭
和
五
十
四
年
九
月
に
芸
術
館
等
建
設
委
員
会
が
組
織
さ
れ
、
十
二
月
ま
で
に
、

五
回
に
わ
た
る
会
合
が
重
ね
ら
れ
、
五
二
二
坪
の
基
本
設
計
を
終
え
、
年
が
明
け
て
実
施
設
計
に
移
っ
た
。
建
築
工
事
は
、
旧

理
科
館
の
敷
地
に
建
設
す
る
た
め
、
五
十
五
年
三
月
下
旬
、
校
庭
に
面
す
る
最
後
の
木
造
校
舎
で
あ
る
旧
理
科
館
の
取
り
壊
し

か
ら
始
め
ら
れ
、
三
月
二
十
六
日
に
地
鎮
祭
が
多
数
の
来
賓
を
お
招
き
し
て
厳
粛
に
行
わ
れ
た
。

工
事
は
順
調
に
進
み
予
定
通
り
九
月
十
一
日
に
完
成
、
引
渡
し
が
行
わ
れ
た
。
新
芸
術
館
の
特
徴
は
、
一
階
に
美
術
室
が
二 建設中の芸術館



室
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
室
の
ス
ペ
ー
ス
は
広
く
、
普
通
教
室
の
約
一
・
五
倍
（
三
四
坪
）
の
面
積
で
あ
り
、
写
生
等
に
は
十

分
な
ゆ
と
り
を
も
っ
て
い
る
。
採
光
に
も
特
別
の
配
慮
を
し
、
ま
た
、
ス
ラ
イ
ド
映
写
な
ど
を
考
慮
し
て
、
暗
幕
、
ス
ク
リ
ー

ン
の
設
備
が
完
備
さ
れ
た
。
ま
た
、
二
階
に
美
術
展
示
室
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
特
別
室
を
設
け
た
。
こ
れ
は
、
絵
画
鑑
賞
を
一

歩
進
め
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
、
床
に
は
絨
緞
を
敷
き
つ
め
、
照
明
効
果
な
ど
も
工
夫
し
た
画
廊
風
の
陳
列
施
設
で
あ

る
。
同
じ
二
階
に
音
楽
室
を
三
室
設
け
た
。
そ
れ
ぞ
れ
音
響
に
つ
い
て
細
心
の
注
意
を
払
い
、
窓
は
二
重
と
し
、
天
井
は
波
状

を
な
し
て
お
り
、
防
音
、
音
響
の
二
面
が
配
慮
さ
れ
た
。
ス
テ
レ
オ
施
設
は
三
室
と
も
整
備
し
、
ま
た
新
築
の
機
会
に
ピ
ア
ノ

を
新
調
し
た
。
楽
器
練
習
室
は
同
じ
二
階
に
六
室
を
つ
く
り
、
各
室
と
も
防
音
処
理
を

し
て
、
ピ
ア
ノ
、
エ
レ
ク
ト
ー
ン
の
練
習
用
に
供
し
て
い
る
。
一
階
二
階
に
は
そ
れ
ぞ

れ
準
備
室
を
設
け
、
三
階
四
階
に
は
生
徒
数
増
加
の
た
め
、
普
通
教
室
六
室
が
新
設
さ

れ
た
。

大
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
建
設

創
立
四
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
大
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
建
設
も
行
わ
れ
た
。
五
ヵ

年
計
画
で
、
用
地
の
決
定
、
買
収
を
進
め
て
き
た
が
、
幸
い
地
主
の
方
の
協
力
も
得
ら

れ
、
昭
和
五
十
五
年
二
月
に
当
初
計
画
を
上
回
る
用
地
買
収
を
完
了
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
買
収
面
積
は
約
一
万
坪
と
広
大
で
、
一
部
畑
地
を
含
む
山
林
で
あ
る
。
場
所
は
市

完成した広大な大町グラウンド
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川
市
の
北
部
、
大
町
地
区
の
自
然
公
園
の
東
南
側
に
あ
り
、
学
院
か
ら
も
近
距
離
に
あ
り
、
台
地
で
環
境
の
よ
い
と
こ
ろ
で
あ

る
。
そ
の
造
成
計
画
は
、
全
体
を
二
段
に
造
成
し
、
下
の
部
分
に
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ト
ラ
ッ
ク
、
フ
ィ
ー
ル
ド
に
陸
上
関
係
そ

の
他
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
の
施
設
、
上
段
に
テ
ニ
ス
と
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
コ
ー
ト
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
競
技
施
設
を
整
え
、
用
具
室
、

ト
イ
レ
、
脱
衣
室
、
シ
ャ
ワ
ー
室
、
休
憩
室
等
の
付
属
諸
施
設
も
備
え
た
近
代
的
な
一
大
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
あ
る
。

大
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
開
場
式
は
、
十
一
月
二
十
九
日
、
高
橋
市
川
市
長
を
始
め
、
多
数
の
来
賓
臨
席
の
も
と
に
盛
大
に
行
わ

れ
た
。
こ
の
日
は
、
夜
来
の
雨
で
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
た
が
、
幸
い
に
も
午
後
に
な
る
と
す
っ
か
り
あ
が
り
、
開
場
式
は
と
ど
こ

お
り
な
く
終
了
し
た
。

な
お
、
こ
の
工
事
の
全
体
的
な
造
成
は
佐
野
土
木
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
は
武
井
ス
ポ
ー

ツ
が
担
当
、
朝
日
設
計
事
務
所
の
監
理
の
も
と
に
施
工
さ
れ
た
。

記
念
図
書
館
新
築
落
成

さ
ら
に
、
創
立
四
十
周
年
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
計
画
さ
れ
た
独
立
図
書
館
の
建

設
は
、
従
前
の
図
書
室
を
一
段
と
拡
充
し
、
そ
の
利
用
度
を
高
め
る
た
め
に
、
で
き
る

だ
け
利
用
し
や
す
い
場
所
を
選
び
、
施
設
設
備
を
一
層
整
備
し
新
築
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
計
画
は
十
年
前
か
ら
考
え
ら
れ
て
は
い
た
が
、
実
現
で
き
ず
に
い
た
。

工
事
は
、
昭
和
五
十
六
年
三
月
三
十
一
日
に
終
了
、
旧
図
書
館
か
ら
の
移
動
、
整
備

新築された独立図書館



を
し
て
、
四
月
十
日
に
開
館
さ
れ
、
六
月
二
十
日
に
は
、
そ
の
披
露
宴
が
挙
行
さ
れ
た
。

二
、
創
立
四
十
周
年
記
念
式
典
挙
行

創
立
四
十
周
年
記
念
式
典
は
、
昭
和
五
十
五
年
十
一
月
十
五
日
、
稀
に
見
る
晩
秋
の
良
い
日
和
に
恵
ま
れ
、
一
、六
〇
〇
名

を
超
す
来
会
者
の
中
、
盛
大
に
挙
行
さ
れ
た
。

式
典
は
、
ニ
ュ
ー
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
交
響
楽
の
流
れ
る
中
、
開
式
・
校
歌
斉
唱
に
続
い
て
、
学
院
長
か
ら
式
辞
が
の
べ

ら
れ
、
続
い
て
工
事
関
係
者
及
び
永
年
勤
続
職
員
八
六
名
に
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
た
。

続
く
来
賓
の
方
々
の
祝
辞
は
、
石
橋
文
部
政
務
次
官
を
始
め
、
川
上
千
葉
県
知
事
、
高

橋
市
川
市
長
他
多
数
の
方
々
か
ら
寄
せ
ら
れ
、
本
学
院
の
発
展
が
祝
福
さ
れ
た
。
最
後

に
、
創
立
四
十
周
年
の
祝
歌
が
美
し
く
流
れ
、
明
る
く
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
式
典

は
幕
を
と
じ
た
。
式
典
後
、
第
一
・
第
二
体
育
館
に
お
い
て
祝
賀
会
が
催
さ
れ
た
。

こ
の
記
念
式
典
の
前
日
、
十
一
月
十
四
日
、
学
院
内
の
式
典
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
、

幼
稚
園
・
小
学
校
、
中
学
・
高
校
、
短
大
・
栄
専
と
三
部
に
分
け
て
催
さ
れ
、
式
典
後
、

幼
児
・
児
童
、
生
徒
、
学
生
の
そ
れ
ぞ
れ
に
記
念
品
が
贈
ら
れ
た
。

創立40周年記念式典
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